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捉えること，②「書記性 literacy , ?cri tureJ の概念を拡大して「音楽のある側面を有形の事物に変換
し固定するすべての伝統伝承行為」とみなすこと， ③「口伝性 oralityJ を「口で(ことばで)伝え






第 1 部で提示された「音楽学の定義」に従った具体的事例研究が，第 2 部(第 4 ，....... 6 章) 1"ベラウ





























































































評価すべき第 5 の点は，付録に見られる「ベラウ語音声学・表記法j ， I歌詞集j ， I歌曲ドキュメン
テーションの一例j，さらに巻末折込の「ベラウ音楽舞踊分類学」に見られる初出の諸資料の学術的
価値とそのデータ処理の鮮やかさにあるO これもまたおよそ考え得るあらゆる情報を学術資料として
整理しなければならない民族音楽学研究にとって貴重な参考となるものであるO
以上，本論文の卓越した諸点を列挙したが，その一方で本論文には若干の問題点もみとめられる。
第 1 部で論じられたような音楽学の再認識による再定義が，古代ギリシア以来のヨーロッパの長い学
問伝統の上に成立した欧米の音楽学をどこまでカヴァーできるかという問題が残る。この新しい音楽
学の定義が，理論的には西欧的音楽学をも含み得ることになってはいるがそのことを具体的に示す
ための事例をベラウだけに絞ったことが，一方では本論文の長所になっているが，他方では本論文に
物足りなさを感じさせる要因ともなっている。その意味ではベラウの時空観に対比できるような事例，
例えば筆者が調査した極地に住む狩猟民族の時空観等を取り上げて欲しかった。また，ベラウは筆者
の研究者としてのアイデンティティを保証する根拠地として，短期間ではあるが再度訪問してその成
果を有効に利用しているが，筆者が調査した事例で本論文に組み込むことができるものがまだ多くあ
るはずである。その意味では，今後の研究に期待されるところ大なるものがある。
しかしながら，これらの点は，いずれも近い将来に改めて論じられるべき問題であり，きわめて精
度の高い本論文の価値を損なうものではない。
以上のように，本論文は現時点での筆者の民族音楽学者としてのアイデンティティと，今後の音楽
学のあり方に対する筆者の強い主張をこめた提言として高く評価できるO この分野の研究でこれほど
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見事に問題を整理したものは数少なく，そのなかでも特筆に値する優れた論考であるO そこには，民
族音楽学，音楽学さらには美学の研究者としての筆者の資質が良く示されているのみならず，本論文
は音楽学に新しい地平を拓くものとして高く評価できるので，文学博士(論文)の学位申請論文とし
て十分の価値を有するものと認定する。
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